
金
丸
町
の
信
号
か
ら
北
へ

直
線
で
約
3.4
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

赤
城
南
麓
の
中
腹
に
芳
賀
地

区
最
北
端
の
鶉
山
（
う
ず
ら

や
ま
・
標
高
620
メ
ー
ト
ル
）

が
あ
り
ま
す
。
芳
賀
地
区
は
、

こ
の
山
か
ら
南
方
に
な
だ
ら

か
な
裾
野
を
引
き
、
端
気
の

段
丘
陵
（
標
高
110
メ
ー
ト
ル
）

ま
で
い
た
っ
て
い
ま
す
。 

赤
城
南
麓
は
、
昔
、
ま
ぐ
さ

場
（
牛
馬
の
飼
料
や
肥
料
と

な
る
草
を
刈
り
取
る
草
地
）

で
あ
り
、
明
治
九
年
ま
で
は

所
有
者
未
定
の
原
野
で
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
二
十
二
年
に

皇
宮
附
属
地
、
同
二
十
三
年

に
御
料
地
と
な
り
ま
し
た
。 

明
治
二
十
六
年
に
、
赤
城

南
麓
の
ま
ぐ
さ
場
を
す
べ
て

借
り
て
活
用
す
る
た
め
、
赤

城
南
麓
に
関
係
す
る
168
の
町

村
で
赤
城
山
興
業
組
合
を
設

立
し
ま
し
た
。
借
り
た
面
積

は
６
，
６
０
０
ｈ
ａ
で
、
東
は

新
里
村
か
ら
西
は
赤
城
村
ま

で
の
広
大
な
土
地
で
す
。
借

り
た
土
地
に
は
植
林
を
す
る

こ
と
と
し
、
植
え
た
樹
種
は

黒
松
が
80
パ
ー
セ
ン
ト
、
他

は
ヒ
ノ
キ
・
杉
・
ク
ヌ
ギ
・
カ

ラ
マ
ツ
・
栗
・
ナ
ラ
な
ど
で
す
。

赤
城
南
麓
に
黒
松
林
が
多
い

の
は
そ
の
た
め
で
す
。
植
林

し
た
木
々
は
立
派
に
育
ち
、

豊
か
な
森
林
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
住
民
は
、
薪
を
取
っ
た

り
、
落
ち
葉
を
堆
肥
に
し
た

り
、
さ
つ
ま
苗
の
温
床
に
も

使
い
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
九
年
く
ら
い
ま

で
は
働
き
口
も
な
く
、
収
入

も
安
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
森
林
の

管
理
で
刈
り
払
っ
た
篠
を
商

店
主
が
買
っ
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
店
の
前
に
は
、
篠
が

た
く
さ
ん
積
み
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。
篠
は
、
前
橋
駅
か
ら
横

浜
に
貨
車
で
輸
送
さ
れ
、
色

を
塗
り
園
芸
用
の
支
柱
と
し

て
船
で
ア
メ
リ
カ
へ
輸
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
今
の

よ
う
に
石
油
製
品
の
加
工
品

が
少
な
く
、
篠
で
作
っ
た
、
ざ

る
・
み
け
・
か
ご
・
土
木
用
の

か
る
こ
等
が
と
て
も
重
宝
さ

れ
ま
し
た
。
山
と
人
は
深
い

関
わ
り
を
持
ち
、
生
活
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
森
林
は
大

切
に
管
理
さ
れ
、
美
し
い
里

山
の
風
景
が
保
た
れ
て
き
ま

し
た
。 

し
か
し
、
高
度
経
済
成
長

と
と
も
に
働
き
方
が
変
わ
り
、

人
々
は
多
種
多
様
な
産
業
に

就
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
森

林
と
の
付
き
合
い
は
徐
々
に

薄
れ
、
荒
廃
が
進
み
ま
し
た
。

そ
こ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

様
に
、
北
米
か
ら
輸
入
し
た

材
木
と
一
緒
に
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ
が
入
り
、
赤
城

南
麓
の
松
林
は
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
後
、

県
渋
川
林
業
事
務
所
が
代
替

樹
木
を
植
え
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
私
た
ち
は

赤
城
南
麓
の
森
林
を
守
る
た

め
に
、
ど
う
向
き
合
え
ば
良

い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

生
涯
学
習
奨
励
員 

 

宮
内 

悟 
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生
涯
学
習
奨
励
員
視
察
研
修 

 

６
月
25
日
、
芳
賀
地
区
生
涯

学
習
奨
励
員
連
絡
協
議
会
は
、

県
内
他
地
域
の
文
化
や
歴
史
、

先
進
地
の
事
業
等
を
視
察
す
る

研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
は
、
奨
励
員
の

資
質
向
上
と
地
域
に
お
け
る
充

実
し
た
生
涯
学
習
活
動
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
と

と
も
に
、
地
域
で
の
活
動
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
自
治

会
長
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
、
芳
賀
地

区
自
治
会
連
合
会
と
合
同
で
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。 

今
回
は
、
明
治
初
期
の
教
育

機
関
と
し
て
建
築
さ
れ
た
旧
吾

妻
第
三
小
学
校
舎
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
た
博
物
館
や
八
ッ
場

ダ
ム
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し

た
。 急

ぎ
足
で
し
た
が
、
県
内
の

歴
史
の
変
革
を
一
日
で
堪
能

し
、
懇
親
も
深
め
ら
れ
、
有
意
義

な
研
修
で
し
た
。 

 芳
賀
地
区 

生
涯
学
習
奨
励
員
連
絡
協
議
会 

会
長 

中
山 

洋
子 
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芳
賀
地
区
最
北
端
の
鶉
山 

  

８
月
の
主
な
行
事
予
定 

８
月
10
日(

土)

前
橋
花
火
大
会(

利
根
川
河
畔
・
大
渡
橋
南
北
河
川
緑
地)

 

８
月
24
日(

土)

・
25

21) 

５
月
18
日
（
土
）
の
び
ゆ
く
子
ど
も
の
つ
ど
い
（
芳
賀
公
園
） 

位置図 

【
写
真
】
鶉
山
の
山
頂
付
近

に
は
平
成
二
十
六
年
十
一
月

に
自
治
会
連
合
会
と
生
涯
学

習
奨
励
員
が
設
置
し
た
標
柱

が
あ
り
ま
す
。 


